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既に違琴た増壓機11は徑を異にする二っの.ピ気 トンよ りな り,.その各 ピ.ストンは切断され對
高颶部は30vt/mの徑で,.リ.x9ン歴に暇 れてゐる犬き.い理の ビス トシの上lc單.峨せら 、
れてゐるだけであ4.晩それ以外に租耳.に痺絡 はまい・ そ㊧各ぜ不 トンめ面稜塊は6.08aであ■
る.'1
現在市販に或は現砂 脚 兄で甌 灸高飃2脚kgノ ・ro=以」二囑+器 の獲得は不可能に近い・
市販の胆動 計1灘 てB・urd・n珥懸 力計でφつて本
。づ1詞1.一E..1..弩鬆集雛 粥 膿 蕊 認錨 論









凶 〆 ぬ歌態である 從つて別途の方法 を選ば緕 ξならぬ.
此處でBa558[が初期に選んだ永壓側め壓力計で_i＼鑿欝轢讖韈
知 る.には全 ビズ トンの摩擦 と ビス トシの位置 を知 ら
Fig.]
ね.ぱな らない.
全 ピストン摩擦lcffkては後cる 處があるか ら全 ピス トンの位置に就て逑べ ること.にす
冒る.全 ピス トンa.)zz置を知 るにはその～部である大どズFン に遷尺を附 し,Bの 度嶷 に對 し
て..IC100emの精磁 でその雌 靴 求め得 るiにすあ・ 平衡 はピス トンを」二:下せ しめ李衡位
置 を求める.こ.とで.あるか ら,.李衡位置の誤差はピス トン位置で表はさ.れ1!100emである..
パヅキ.:/グの孀 による不衡位置の誤差2,蹴ては徽 述べ られ る
.rte:iの3はBK穿れた窓
.ま睨 られ る幻 鰹 蘭 する小e'xpンであ$.2.は大 ピストン
k備へ.られ㍗度盛板1に 對する遊尺である・今補正濟の標準壓力dtをAfL取り附け1に於け
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600q329..で最商:300kg/cm'.で・ 一度1.ks!cn15・盤 面王の鏡 に指 針 の投彰 を行 ひ」.ono
ka/cm'ま.で正幽 こ讀 み得 る もので あ る 此 φ座 力計め檢 定に は同刷:の白山 ピ.ス.トン型 試駿器.
r一.ビス
..トン晒.1.・o,一.:.ρもφ 及025545.・mｰ.1、興 畔 を伽 しYe.そ の覯 鮒 器 は礫.
に.1/10kg/cm':まで擣示度盛 は壓 力に鞘 しセ啅線 的關係 にある ζ乏 汐判 うたil
翠ig41餌卿 紳 ・母 廉 ナ嘩 騨 しビ朴 ・3を上下せゆ て勵 を難 させる・
準めと.輝力計磯 み.と.ビス,しンのイ雄.を求夢:.る・ .
MammeterSchAfferRYowitiok_ofPislonVolnmeoF:Ait
陬n1祀 ・耳 〔㎏ 。m=).・ ..¢m) ..〔 騨 。c)・・(㊨
1(/015.16Sb.16
-iSly ,13.1336.80.
.雌 か ら1kg/・m2曝の上昇峠 ・o.o.叩..醒朴 γの動 離 攜 する・.虎の黶 鯲 銃
分鐘隈 の丿嘶 を.とれば1k画・m2』の黼 を詳しくHけヒと酬 來るめであｰa.
此呻 こ.して脚 噸 力の檢定は逆に鞭 齣 ピ.ストンめ騨 によつて嘩 出來:う・ 齢
が黼 度は.と3'!iり最 によ勧{・ ビス.卜.紛衙騨 凡そ120m/ni..である汚・.ら・・爆 撮 商
5,000～辱000㎏ノ㎝2か ら常壓葦で各部分的に螺蝉 的嶮討が出來 るゐけである・ 捻定範嗣の
'幽謄癖 充分の醐 ㌍ れば(荊勒 麟 黻 :囎雕 の伽 一う姻 力壁:ば)如殫 髄 そ
り精密度 をあげることさ可能である。:ピス トJの位錐に1/100em..迄jE嘩ド讃み得るか ら容
積 と.して0.07cc.である」 趾め容積に.よる黶め墾化な遷尺で認め得 るものであるが ら希望の
.精度 を得 るldま瓦斯最及び檢定範圍を螺 ぶべきである・ 死 室間を除 きビス.トン衝程に相當ず
る瓦斯_h89.78cc.に射 レでは現在壓の...1/12PO∴迄の精密度が毒る㎏ 寵室間葦入μLl.ば更に精
密度を培す ものである・ 既の様 な方法で極めで手數に煩は しい こと.を厭はねぱ壓力計の檢定.
測 來'るのである・.勿論雌 欄 白悔 關係⑱ つて・湘 射働 勵 固定蜥 へ鰥 甑 斯の










俸 ζゆ 鏘 の皺 に俘つて.磁さ・殊 毎 .
助 黷 から:逆嘆 輝 韓の理蝉 媛より・の儲 の大謎
雄 密に求酔 ことが出來るあである♂
1'ig;2..は空氣を壓縮.した場合の例である,..縱軸}‡kg/cm',.
横軸は:ピ袖 ンの欄 である」實檢は絶炯 一め畷 壓魚
くr各きの掲合④閏發黯を零とする・塒の揚倉死室聞を測定.し
て居ちねかち先匿述べた搴冬のPhi氣pexnの傭倚を求める.





.雌嚇 果.姻用.し.fiの三個ρ歴力計蹴 τ醐 程度癬
P



































































































此の釀力計の指針め「方φ伽 重刻度の一方噛 れ、翻 碗 方の鰤 ・刻度の他の方の1贓離れ
る諠の ピストン位置の談み及び壓力計の雨刻度に對するビスρンめ位置め隈みをとつた.次
.表のピス トンφ讃み拡同時 に壓縮に用ひた空氣量を表はす,
ビ累 トンに附鋤 した遊尺によ.つて埆藤機を御nし て駆力.を讀めば此庭に俥用.したBounlon
型勵 計の一度盛 よ.噺か ぐ讀み得:る・帥ち此の方法によつで130・dQ・型唖力計の一度盛以
下 を分割することぷ可能なこととな り,使"llζよつてはRlicroManometerと3aI得る.但 し
fkFflSZ斯φ性質が利1で あるか ら,麟 隅に亙つてま の刻度を同一精密度に簡單に等分するこ





































上掲 の値 の 中でim～1001;8/cm'と.100～99kg/cm'とに射 して夫 々0.15友び0.14em
と ビ.ズトシめ位置 を讃 み冉 働{,utiは101ん100.k♂伽 ⊆め方が小 さ く出べ き もゐで ある.此
は柵壓 機 の方 に誤差が あ6ρ で はな く,Bourdon型壓 力請の機構 よJ來 た誤 差で あ]JE)從つ.
て 本 幽BOuτd㎝型摩力針は .ユ!10kg/cm=は正確 な.bとが保靄 さ.れて ゐるが,.それ 以下に就ては
指armよ つてPTLむ方法 は3.zlnかち内部 機構 と指針 との關 係は,その精密 度が一茸 して ゐる もの
と考ぺ;.られ る.・






























る..本壓力計は ① の壓力計の内地に於ける模邁品であつて,計量誰具 として檢定を經たもめ
ロ し
である・:從つて本計雑φ檢定に就て得:られた締果の吟味に對 しては當方の慫慂に應 じて製作
した製作者のみの責任でない.輩 の計器の缺陷となるは度盛刻度が指針の 「レザ ー」匁に對し




は使用申壓力計を輕 く叩 くことによつて除かれた・此核以下の壓力計に對 して同様噂あるカ～
極わて緩い上昇,.降下に對 して特にその必婆がある・ 恥事實 はその機構の細部に製作技術が
整面の指示精度に俘拡画こ とを意味する・.然し准声ち輕 く叩 くことによつで一定値}こ停止さ
れるか ら以 下の檢定が行はれた.のである・ 厂
測建寮高壓になると康盛は粗 くて も許容範幽に入るが,裡合 ピス トンによつて商歴を測定す
る捕合は.BOFrd6n管の極めて戳細な讀みを韻ま.ね/ぱな らな くなる・ 従つてBOurdon管の動
きの擴大は低醸の掲合ζ り.飛躍的に問題になつて くる




































ゆ る・ 此の勵 計は一弊10.㎏ ・m琴で楓 斗・指針のetcよ つて.1k拷!rm3蛭讃柵
る考 への.もとに指針 友鏡 の取付 け を行 つた もので ある.590kg/cm=の瘍 合の細い線 は遊尺で
讃 み髄:略3901cg/cm'の 揚 合は:0.01ci・と讃み得 る・z。Okg/cmｰの太 ・剛 線 燦 舜
ft.0.11emである・ 既 等 の線 のilコは壓力で如何程 であ るか ≧.云ふ に600kglcm=亥11線巾に對
して 、西2kg加2・400翼91吋 刻線rlll・對 しT^一]・6.》・m'であ る・ 從 つ鉢 計器 暾 影P
機捲 が あつて も1・.刻$:kK對して適 合 しない ものであ る・一度盛106g/cm'll下を投影 で讀む
誤 差は1kg!㎝2に 及 ぶ恐 れが あ る・
(iii).某製作厨2,000kaノ'cm'Bourdon型壓力計の試 驗'
.製・緜 號 緻630・]RfN:4%/iく・書旨鯛 隙 でそのq】は 一鯲50國Cm聖.の 轍 の 帖 嗹 9・ 、
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o !・卿 艦嗣 暫.'∴ 』騨 ㌦.















































30.(原 報}歸 山 亮 .V6LXIX
l
'
針がか功,.黝 しる迄のζ.ストン位置を遊尺で讃む,太 い度盛亥嗾 は當然であるが,細 度盛




























上峯 列El{3ピ符 ンの位置轍 復二囘瞬耀 髞 である
此oar{;復のkの 舘 賦 と躓 驗継 であ砧 岬 ρ・鞭 力計の鑼 から虻 たも
のである.
1;600.kglqn『と1,10(1kg!cmｰ.に對 する各遊 尺の蹟 みめ李均 の差0.25cm.f3100kg/cm=に
鱗 すう・御 て ・,5・0.》・m'Q畑 哩翻 び.1,4・0》・血や 嗣 榊 瞳}す る矧 磯 み 陰
夫k ..X24kg〆・mｰ,X12kE/・m2に櫨 ず る.購 め.1,000kg!・血2・900kg/・mｰ.刻線 ・1・耐 し
て は夫 々 ～18kg/cm=,X14kg/cm'を得た・ 卸ち.1,000kg/cm'j巾に比較 して,1,500kg1
.c由馨巾に相當 する座 は大 ぎ ぐmて 此 は本壓力計」刻度50k圃cm2φ 牢分 に及ぶ.
Bourdon型壓 力計綜Honnlon管の駆 力に よ.る變化 を一定間隔 の壌 盛盤 に表 ぽす様工夫 され/
てゐ 為もので あるが;脈 格 には行 き難い もので あることが馴 る・ 從 つi上 の結果か ら盤 面全




全盤面に行ばねばな らぬ・此は煩雑であるがrig.1のCの廨 力計として使用する掲合幽來 る
限 りρ鄭 捷 御 雄 ぱな樋 ・A.の壓は超高壓室の壓であ.るが,雌 求a5る1こは此砂 衡 す
るC窒 の壓 を譲 まねばなら.ぬ.此にはピ.スト.ン比6.08.を.C密の壓に乗 じで求めるかち指示
座隅 して誤飜 の割合胴 じ嫡 る酬 瑯 勵 測 弊 縮 する雁を緲 ・く.し妙 から
で あ る:乙 ・.
棚 的罐 融 上笏 潔 吟職 來るt'・pagtteは求めら楓 雌 ぱ勵 匿腱騨'を働1.
せねばならぬが,此の方法セ相互比較を行つた自山ビ3ト ン壓力試験器 と比較 しで以上の三個ロ 　
.螺 塘 臓 臥 た 此呻 こ使lllし繍 驗器岼 塚輝 火嫐 の勝 間母器株式鮒 製・.227蹴
今鋼母少2.5kg,RalnAreaO、2励m∴前Ili東北帝騨六學化學工墜原研究宅のもの,及び甞研・
.盤 のR… 《・e・1
・≒m・f,.最・亅・鯛1。q・r・$・h伽B・d・nb…嬾 題 もの計三脚 ある・.
恥等ゐ試験器は使用の最高壓 を異にするから精密度 も此に拌ふて異なつてゐ る・ 槍定を要す
る匯 力計の黼 昨 よつて試職 降を變へねばな らぬ・1「'
SchhfferBロdenbe瑠の 】Bourdon..型壓力計匳指示可能な範凰(IAOkglctn2)で試驗器縻 と盤
ユ 　 　
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以上の結継 齢 すれ戯 臙 ・.B・!l・ゆ噸 麟 卜雌 高3go.kg(・niT璽ある危 後の
2っの壓力計よ'b.精密度は遙1τ葡V・1;000と9/緬・壓蝋fは 投影で」度盛の1!10を證む程度
にそ備 密度は至づそゐなN・.'2,000kg!・m=勵計随 接瓦斯壓 捌 定ナる疊こ用ひた9tの
揚合は水蹕側の一度盛10kg1・tn:以下の麼ガ言}1湘翫すふ ..
B。蜘 噸 力計圃 して鞭 町 よる耡 蜘 勺罅 瞳 勿黼 礁 す.ぎるもの堵 ぺ ら
れるオ{,此の方法に よって屡 ヒある高壓 に使用せられ る壓ヵ計の危險の早聊の糟知が壓力計檢
定の際に明蜘 二なるとの考へ もあるか ら行つたのである・ 然 しなが弊 示鮒 の不明磯 介
入するか ら鱸 味.醜 珊 櫛 る 此 ¢'際帥 ピ.ストン型勵 計試麟 を働 け 樫 荊 法
より煩は1しくな り.;又.BOurdo夏型標蜘魘力計を使 用ナれ.ぱ締果が瞹昧 と.2i.る恐起がある・
N9
本結 を櫛 雌 り御鱶 を勵 たる醐 融櫛 ・潮 の意妹 す・'・ 一
・
。轡 嶼r櫛 鱒 の鰕 物並聯 科瞰 費によつた'.μく感稗 を
1
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